
（第三種郵便物認可）２０２０年６月１５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

コ
ロ
ナ
禍
で
再
確
認
し
た

平
和
の
希
求

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
理
事
・
中
村
新
太
郎
（
富
田
林
市
）

自治体 施策概要

大阪府

■休業要請外支援金
【対象】 令和２年４月又は４月・５月の平均の売上が前年同期間

比で50％以上減少
【給付内容】 中小企業・法人：１事業所の場合50万円、府内に

２以上の事業所がある場合100万円。個人事業主：
１事業所の場合25万円、府内に２以上の事業所が
ある場合50万円

【締め切り】６／30

高槻市

■事業者応援給付金
【対象】 令和２年２月～６月のいずれかの月の売上が前年同月に

比べて減少
【給付内容】10万円【締め切り】７／31

枚方市

■事業継続固定費支援金
【対象】 ▽テナント契約で営業、▽令和２年４月～６月のいずれ

かの月の売上が前年同月に比べて15％以上50％未満減
少、▽大阪府の休業要請外支援金との併用申請不可

【給付内容】10万円【締め切り】７／31

茨木市
■事業者応援給付金
【対象】令和２年４月または５月の売上が前年同月に比べて減少
【給付内容】10万円【締め切り】７／31

八尾市

■事業者サポート給付金
【対象】 ▽従業員が５人以内、▽令和２年３月以前から営業して

おり事業継続見込み、▽新型コロナウイルス感染症発生
に起因し、令和２年４月～６月のうち、任意の一月の売
上が前年同月と比較して15％以上50％未満の範囲で減
少、▽大阪府の休業要請外支援金と併用申請不可

【給付内容】10万円【締め切り】７／31（予定）

河内長野市

■独自事業者支援金
【対象】 令和２年４月と前年４月の売上高比較、もしくは令和２

年５月と前年５月の売上高比較で、前年同月比50％以
上減少。大阪府の休業要請外支援金と併用申請可

【給付内容】10万円【締め切り】６／19

和泉市

■中小企業及び個人事業主対象給付金
【対象】 令和２年４月又は５月の売上が前年同月比で、売上減少

率30％以上50％未満で売上減少額10万円以上
【給付内容】10万円【締め切り】７／10

摂津市
■医療従事者応援給付金
【対象】 市内の医療機関【給付内容】従事者１名につき１万円
【締め切り】６／５　※締切後到着分は７／31まで受付

新型コロナで自治体が創設

事業者向け給付金制度（６月10日時点）

日
時　

６
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

60
人

持
参
物　

 

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
２
０
年
４
月
版
）

会
費　

 

会
員
、
会
員
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　

未
入
会
者
１

万
円

「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
」
講
習
会
〜
新
し
い
歯

周
治
療
、
口
腔
機
能
管
理
の
流
れ
〜

日
時　

８
月
29
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す
。
実
習
は
「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使

用
し
ま
す
。

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ

ッ
ク
」
基
礎
編

日
時　

８
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　

定
員　

 

20
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で
（
会
員
院
所

歯
科
衛
生
士
限
定
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団　
　

会
費　

５
千
円

※
『
正
確
な
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
』

（
定
価
３
、９
９
６
円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
。
一
冊

購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
（
別
途
案
内
あ
り
）

※
持
参
物　

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー

プ
ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー
（
貸
出

は
あ
り
ま
せ
ん
）

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
よ
り
よ
い
ス
ケ

ー
リ
ン
グ
の
た
め
に

日
時　

８
月
22
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

 

会
員
、
会
員
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　

未
入
会
者
１

万
円　
　

定
員　

50
人

２
０
２
０
税
務
調
査
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

税
務
調
査

を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
と
日
常
の
留
意
点

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催
講
習
会

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前に
お申し込み下さい。 申込

H P osk-net.org
電　　話 06-6568-7731
ファクス 06-6568-0564

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な

り
、
毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ

る
原
水
爆
世
界
大
会
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
な
ど
、
反
核
平
和
の

運
動
に
も
影
響
が
出
て
い
ま

す
。「

核
兵
器
に
お
金
を
貸

す
な
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

反
核
兵
器
の
新
た
な
世
論

づ
く
り
の
方
法
と
し
て
、
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
呼
び
掛
け
る

「
核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な

Don't Bank on the Bomb

（
以
下
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
）」の
取

り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
取
り
組
み
は
核
兵
器

製
造
企
業
へ
の
投
資
を
禁
止

や
制
限
す
る
こ
と
を
金
融
機

関
に
求
め
る
も
の
で
、
保
団

連
は
反
核
医
師
の
会
と
と
も

に
「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
な
か
、
企
業
活
動

に
倫
理
観
が
要
請
さ
れ
る
時

代
に
適
っ
た
運
動
で
す
。

　

全
国
１
１
９
行
の
銀
行
に

対
し
、
核
関
連
企
業
に
投
資

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う

共
同
通
信
の
調
査
（
５
月
４

日
）
で
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
三

井
住
友
、
み
ず
ほ
の
３
メ
ガ

バ
ン
ク
な
ど
16
銀
行
が
核
関

連
企
業
へ
の
投
資
を
自
制
す

る
指
針
を
定
め
て
い
る
と
の

回
答
を
得
ま
し
た
。
核
兵
器

禁
止
条
約
に
は
９
銀
行
が
支

持
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

署
名
広
げ
よ
う

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
で
、
世
界

最
強
の
軍
事
大
国
ア
メ
リ
カ

で
は
10
万
人
以
上
が
亡
く
な

っ
て
お
り
、
国
民
の
命
を
守

る
た
め
に
軍
事
力
は
役
に
立

た
ず
、
貧
富
の
格
差
が
受
療

の
格
差
を
生
ん
で
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

核
兵
器
を
含
め
た
軍
拡
競

争
と
軍
事
増
強
は
一
刻
も
早

く
止
め
、
一
人
ひ
と
り
の
命

と
安
全
を
守
る
医
療
の
充
実

へ
と
転
換
を
図
る
と
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
軍
事

費
よ
り
医
療
へ
〜
核
兵
器
廃

絶
の
た
め
の
国
際
署
名
」
を

今
号
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

会
」
報
告
書
の
歯
科
技
工
士

の
業
務
等
に
つ
い
て
で
は
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が

一
層
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
ま

す
。「
生
産
性
の
向
上
」
や

「
付
加
価
値
の
創
造
」
に
寄

与
し
、
離
職
・
長
時
間
労
働

問
題
の
改
善
に
関
連
す
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
。

　

先
端
技
術
の
発
展
や
積
極

活
用
に
は
大
賛
成
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
技
術
革
新
に
よ

っ
て
現
状
の
離
職
・
長
時
間

労
働
問
題
を
解
決
で
き
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。

　

技
工
作
業
に
は
デ
ジ
タ
ル

に
置
き
替
え
が
困
難
な
ア
ナ

ロ
グ
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
は
積

極
的
に
行
い
な
が
ら
も
、
手

工
業
的
な
歯
科
技
工
へ
の
正

当
な
評
価
が
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に

最
後
に

　

私
は
、
技
工
士
問
題
は
根

本
的
に
は
経
済
問
題
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。
本
報
告
書
に

お
い
て
も
技
工
士
の
就
労
問

題
や
離
職
問
題
な
ど
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評

価
に
値
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
肝
心
な
課
題
解

決
の
た
め
の
取
り
組
み
内
容

と
方
向
性
が
、
基
本
的
に
歯

科
技
工
士
（
所
）
の
自
己
努

力
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
努
力
は
必
要
で
す

が
、
歯
科
技
工
危
機
の
根
本

問
題
は
、「
現
在
の
歯
科
医

師
・
歯
科
技
工
士
の
保
険
点

数
上
の
評
価
が
低
い
」
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
低
く
抑
え
ら

れ
た
保
険
点
数
に
よ
り
、
委

託
技
工
に
お
け
る
技
工
料
金

が
低
く
抑
え
ら
れ
る
構
造
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か

で
、
技
工
士
（
所
）
同
士
の

価
格
競
争
を
国
が
放
置
し
て

い
る
た
め
、
低
収
入
や
異
常

な
長
時
間
労
働
が
は
び
こ
る

業
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

技
工
士
学
校
を
卒
業
し
て

５
年
足
ら
ず
で
７
割
の
技
工

士
が
離
職
す
る
原
因
は
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。
不
当
に
低
い

現
在
の
評
価
を
正
当
な
評
価

に
し
て
い
か
な
い
と
根
本
的

な
問
題
の
解
決
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
全
国
連
絡
会
」
が
国
に
対

し
、
▽
歯
科
の
低
医
療
費
政

策
を
や
め
る
こ
と
▽
労
働
時

間
と
原
価
計
算
に
基
づ
い
た

製
作
技
工
・
保
険
点
数
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化
▽
歯

科
技
工
士
に
適
切
な
技
術
料

が
渡
る
取
引
ル
ー
ル
の
確
立

―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
の

は
、
こ
う
し
た
構
造
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

厚
労
省
「
歯
科
技
工
の
養

成
・
確
保
に
関
す
る
検
討

焦点 ㊦

「保険でよい歯科医療」を全国連絡会会長・雨松真希人

厚労省検討会報告書は歯科
技工士危機に応えているか

技
術
革
新
だ
け
で
は

技
術
革
新
だ
け
で
は

解
決
し
な
い

解
決
し
な
い

　コロナ感染症の感染拡大で市民生活に影響が広がるもと、大阪府内の各
市町村では事業者を応援する独自施策がつくられている。下記のとおり大
幅な売り上げの減少が無くても利用できる給付金制度に限定して紹介す
る。詳細は各自治体へご確認いただきたい。

※ 上記のほか、セーフティーネット保証等の融資を申し込んだ事業者に対する給付金を
制度化している自治体もある（協会ＨＰで紹介予定）。個人向け支援制度は協会ＨＰ
で紹介している。

2020
核兵器
廃絶署名


